
急性心筋梗塞の発症機序
　冠動脈におけるプラークの形成・破綻および血栓形成と

　心筋梗塞発症の関係さらに予防の可能性
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急
性
心
筋
梗
塞
の
責
任
病
変
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

　
冠
動
脈
の
動
脈
硬
化
に
よ
っ
て
発
症
す
る
虚
血
性
心
疾

患
に
は
、
急
性
心
筋
梗
塞
の
他
に
狭
心
症
が
あ
る
。
安
定

労
作
性
狭
心
症
は
、
冠
動
脈
狭
窄
の
た
め
に
、
心
筋
に
お

け
る
酸
素
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
虚
血
が
生
じ
る
も

の
で
、
狭
窄
は
主
に
血
管
壁
の
増
殖
性
変
化
に
よ
っ
て
長

期
に
わ
た
っ
て
徐
々
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
不
安
定
狭
心
症
は
、
急
性
心
筋
梗
塞
と
同
様
に
、

急
激
に
形
成
さ
れ
た
血
栓
に
よ
っ
て
血
流
が
障
害
さ
れ
る

も
の
で
、
形
成
さ
れ
る
血
栓
の
量
に
よ
っ
て
、
冠
動
脈
が

完
全
に
閉
塞
す
れ
ば
心
筋
梗
塞
に
、
不
完
全
閉
塞
と
な
れ

ば
不
安
定
狭
心
症
に
な
る
。

　
狭
窄
が
高
度
な
病
変
ほ
ど
、
よ
り
少
量
の
血
栓
に
よ
っ

て
冠
動
脈
が
閉
塞
す
る
た
め
、
心
筋
梗
塞
が
発
症
し
易
い

と
想
像
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
実
際
は
、
梗
塞
発
症
前
に
冠

動
脈
造
影
を
施
行
し
得
た
症
例
で
の
検
討
に
よ
る
と
、
心

筋
梗
塞
は
比
較
的
軽
度
の
狭
窄
病
変
か
ら
発
症
す
る
こ
と

が
多
い
。
ま
た
、
最
近
の
血
管
内
視
鏡
に
よ
る
観
察
の
結

果
か
ら
は
、
安
定
狭
心
症
の
責
任
病
変
は
白
色
を
呈
す
る
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急性心筋梗塞の責任病変（血管内視鏡像）

左冠動脈前下行枝近位部を責汗病変とする急性心筋梗塞症例で、再疎通

後の血管内視鏡像である。、内視鏡では、黄色で表面不整な破綻したプラ

ークと自色赤色混合血栓を認める。

こ
と
が
多
い
の
に
対
し
て
、
不
安
定
狭
心
症
や
心
筋

梗
塞
で
は
黄
色
を
呈
し
、
血
栓
を
伴
う
（
写
真
）
こ

と
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
安
定
狭
心
症
と
不
安
定
狭
心
症
～
心

筋
梗
塞
の
間
に
は
、
そ
の
責
任
病
変
の
質
的
な
違
い

が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
同
じ
く
動
脈
硬
化
に

よ
っ
て
生
じ
る
病
変
で
あ
り
な
が
ら
、
両
者
の
問
で

何
が
違
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
動
脈
硬
化
の
形
成
か
ら
プ
ラ
ー
ク
の
破
綻
へ

　
動
脈
硬
化
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
、
以
前
よ
り

傷
害
反
応
仮
説
が
提
唱
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
沿
っ

た
詳
細
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま

ず
、
血
管
内
皮
は
高
脂
血
症
で
の
酸
化
L
D
L
を
は

じ
め
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
喫
煙
と
い
っ
た
危
険
因

子
に
伴
う
種
々
の
機
序
に
よ
っ
て
傷
害
（
活
性
化
）

さ
れ
、
透
過
性
の
充
進
や
V
C
A
M

l
や
I
C
A

M
I
l
な
ど
の
接
着
因
子
の
発
現
、
N
O
の
産
生
低

下
や
抗
血
栓
性
因
子
の
低
下
を
き
た
す
。
内
皮
が
活
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性
化
さ
れ
る
と
、
単
球
が
内
皮
下
に
進
入
し
て
マ
ク
ロ
フ

ァ
ー
ジ
と
な
り
、
透
過
し
て
き
た
酸
化
L
D
L
な
ど
の
変

性
L
D
L
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
泡
沫
細
胞
と
な
る
。

透
過
し
て
き
た
脂
質
は
細
胞
外
の
間
質
に
も
沈
着
し
、
破

綻
し
た
泡
沫
細
胞
や
炎
症
細
胞
と
供
に
、
流
動
性
に
富
む

脂
質
蓄
積
病
変
（
脂
質
コ
ア
）
を
形
成
す
る
。
脂
質
コ
ア

は
非
常
に
血
栓
源
性
が
高
い
た
め
、
こ
れ
を
覆
う
線
維
性

被
膜
が
破
綻
す
る
と
、
脂
質
コ
ア
と
血
液
が
接
触
し
て
血

栓
が
形
成
さ
れ
る
。
脂
質
コ
ア
は
肉
眼
的
に
黄
色
を
呈
し
、

コ
ア
が
大
き
い
ほ
ど
、
ま
た
線
維
性
被
膜
が
薄
い
ほ
ど
、

病
変
（
プ
ラ
ー
ク
）
は
強
い
黄
色
調
を
呈
す
る
。

　
プ
ラ
ー
ク
の
破
綻
を
促
進
す
る
因
子
に
は
、
①
線
維
性

被
膜
の
薄
さ
や
脆
弱
性
、
②
脂
質
コ
ア
の
大
き
さ
や
流
動

性
、
③
プ
ラ
ー
ク
に
か
か
る
張
力
な
ど
が
あ
る
。
マ
ト
リ

ッ
ク
ス
メ
タ
ロ
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
な
ど
の
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ

が
産
生
す
る
蛋
白
分
解
酵
素
は
、
結
合
組
織
を
分
解
し
て

線
維
性
被
膜
の
脆
弱
性
を
増
大
さ
せ
る
。
ま
た
、
血
管
壁

の
攣
縮
（
ス
パ
ス
ム
）
は
プ
ラ
ー
ク
に
か
か
る
張
力
を
増

大
さ
せ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
破
綻
し
た
プ
ラ
ー
ク
が
す
べ
て
不
安
定
狭

心
症
や
心
筋
梗
塞
を
発
症
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。
形
成

さ
れ
た
血
栓
に
よ
る
狭
窄
が
心
筋
虚
血
を
起
こ
さ
な
い
程

度
で
あ
れ
ば
、
血
栓
は
器
質
化
し
て
内
皮
も
修
復
さ
れ
、

何
も
症
状
を
引
き
起
こ
さ
な
い
。
し
か
し
こ
の
と
き
、
血

栓
に
よ
っ
て
産
生
さ
れ
た
種
々
の
増
殖
因
子
が
平
滑
筋
細

胞
の
遊
走
・
増
殖
を
促
進
し
、
動
脈
硬
化
を
急
速
に
進
行

さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ー
ク
の
破
綻
・
血
栓
形
成
は

動
脈
硬
化
進
行
の
過
程
の
中
で
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
い

く
が
、
形
成
さ
れ
た
血
栓
が
多
量
で
、
血
管
を
閉
塞
し
て

し
ま
っ
た
場
合
に
は
心
筋
梗
塞
を
発
症
す
る
。

プ
ラ
ー
ク
の
破
綻
に
よ
る
血
栓
形
成

　
プ
ラ
ー
ク
が
破
綻
し
た
と
き
に
形
成
さ
れ
る
血
栓
の
量

を
左
右
す
る
因
子
に
は
、
ω
血
管
壁
の
傷
害
の
大
き
さ
、

す
な
わ
ち
血
液
と
接
触
す
る
脂
質
コ
ア
の
量
、
⑪
脂
質
コ

ア
の
血
栓
源
性
の
高
さ
、
㈹
病
変
に
お
け
る
ず
り
応
力

（
昏
8
同
ω
q
8
ω
）
の
大
き
さ
、
6
り
血
液
学
的
な
凝
固
能
や

エ
ピ
ネ
フ
リ
ン
な
ど
血
栓
形
成
を
促
進
す
る
液
性
因
子
な
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ど
が
あ
る
。
プ
ラ
ー
ク
内
で
は
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
や
平
滑

筋
細
胞
に
お
け
る
組
織
因
子
の
発
現
が
充
進
し
、
コ
ラ
ー

ゲ
ン
の
変
性
や
脂
質
の
沈
着
と
供
に
血
栓
源
性
を
増
大
さ

せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
ず
り
応
力
は
プ
ラ
ー
ク
の
表

面
形
状
や
血
管
の
屈
曲
、
分
岐
、
狭
窄
な
ど
に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
、
血
小
板
の
接
着
・
凝
集
を
促
進
す
る
。
喫
煙
は

エ
ピ
ネ
フ
リ
ン
の
分
泌
促
進
や
血
小
板
の
凝
集
促
進
を
介

し
て
血
栓
形
成
を
促
進
す
る
。

　
発
症
機
序
か
ら
み
た
予
防
的
治
療

　
プ
ラ
ー
ク
で
の
血
栓
形
成
に
は
、
血
小
板
が
重
要
な
働

き
を
し
て
お
り
、
血
栓
形
成
を
抑
制
す
る
た
め
に
抗
血
小

板
療
法
が
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
血
小
板
の
凝
集

に
関
わ
る
糖
蛋
白
H
b
／
m
a
の
拮
抗
薬
が
強
力
な
抗
血

小
板
薬
と
し
て
最
近
開
発
さ
れ
、
不
安
定
狭
心
症
や
再
疎

通
後
の
心
筋
梗
塞
の
治
療
に
お
い
て
有
用
性
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
心
筋
梗
塞
の
原
因
と
な
る
プ
ラ
ー
ク
自
体
の

形
成
を
防
ぐ
こ
と
が
予
防
医
学
上
重
要
で
あ
る
。
最
近
、

H
M
G
ー
㏄
A
還
元
酵
素
阻
害
薬
を
用
い
た
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
低
下
療
法
に
よ
っ
て
心
筋
梗
塞
の
発
症
率
が
低
下
す

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
作
用
機
序
は
明
ら
か

で
な
い
が
、
脂
質
コ
ア
が
縮
小
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。
脂
質
コ
ア
は
高
脂
血
症
患
者
に
特
異
的
な
も
の

で
な
く
、
心
筋
梗
塞
に
共
通
な
責
任
病
変
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
脂
質
コ
ア
の
形
成
を
防
ぐ
こ
と
は
、
心
筋
梗

塞
の
発
症
予
防
、
さ
ら
に
は
動
脈
硬
化
の
進
行
予
防
に
と

っ
て
も
中
心
的
手
段
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
具
体
的
方
法
に

つ
い
て
一
層
の
研
究
・
開
発
が
望
ま
れ
る
。
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